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年
頭
に
あ
た
り
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
ま
す
と

共
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
お
だ
や
か
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

　
師
走
の
村
長
室
に
「
町
村
週
報
」
が
届
き
ま
し
た
。
そ
の
表
紙
を
飾
っ
て
い

た
の
は
あ
る
政
治
家
の
思
い
で
す
。
こ
れ
は
我
々
に
対
す
る
忠
告
か
つ
激
励
文

で
あ
る
と
心
得
て
、
皆
さ
ま
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
そ
の
政
治
家
と
は
、
第
55
代
内
閣
総
理
大
臣
・
石
橋
湛
山
氏
で
す
。
記
事
に

は
、彼
が
ま
だ
政
治
家
に
な
る
前
に
、東
洋
経
済
新
報
（
大
正
14
年
）
の
「
社
説
」

で
語
っ
た
彼
の
地
方
自
治
に
対
す
る
思
い
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。（
以
下
原
文
）

　「
私
の
見
る
所
に
よ
れ
ば
、
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
肝
要
な
る
点
は
、
そ
の

一
体
を
成
す
地
域
の
比
較
的
小
な
る
に
あ
る
。
地
域
小
に
し
て
、
住
民
が
そ
の

政
治
の
善
悪
に
利
害
を
感
ず
る
こ
と
緊
密
に
、
従
っ
て
ま
た
そ
こ
に
住
ま
っ
て

い
る
者
な
ら
ば
、誰
で
も
直
ち
に
そ
の
政
治
の
可
否
を
判
断
す
る
こ
と
が
出
来
、

同
時
に
こ
れ
に
関
与
し
得
る
機
会
が
多
い
か
ら
、
地
方
自
治
体
の
政
治
は
、
真

に
住
民
自
身
が
、
自
身
の
た
め
に
、
自
身
で
行
う
政
治
た
る
を
得
る
。
…
」
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ま
さ
に
納
得
の
い
く
言
葉
で
す
。
民
主
主
義
の
原
点
で
あ
る
主
権
在
民
の
精

神
を
直
言
し
、
最
も
身
近
な
政
治
と
し
て
の
自
治
体
が
持
つ
役
割
の
重
要
性
を

語
る
と
共
に
、
政
ま
つ
り
ご
とを
司
る
者
の
負
う
責
任
の
重
さ
を
、
我
々
に
考
え
さ
せ
る

も
の
で
す
。
地
域
小
な
る
自
治
体
の
長
と
し
て
こ
れ
を
真
摯
に
受
け
と
め
、
さ

ら
に
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
、〝
地
域
の
活
性
化
〟に
お
い
て
確
か
な
進
展
を
感
じ
た
も
の
の
一
つ
は
、

２
月
16
日
に
奈
良
県
と
「
郷ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
包
括
協
定
」
を
締
結
し
た
こ
と

で
す
。

　
課
題
が
山
積
み
の
中
で
、「
地
域
（
森
林
）
資
源
の
利
活
用
」
と
「
住
民
の

暮
ら
し
と
健
康
を
支
え
る
こ
と
」
に
関
し
、
奈
良
県
も
一
緒
に
汗
を
か
い
て
く

れ
る
こ
と
は
大
変
心
強
く
、
大
き
な
一
歩
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
二
つ
の
課
題
解
決
は
、「
吉
野
か
わ
か
み
社
中
」
と
「
か
わ
か
み

ら
い
ふ
」
が
中
心
と
な
っ
て
担
う
も
の
で
あ
り
、
す
で
に
両
法
人
と
も
期
待
ど

お
り
の
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
村
民
の
期
待
に
こ
た
え
て

い
た
だ
く
よ
う
、
村
と
し
て
も
支
援
を
惜
し
ま
ぬ
覚
悟
で
す
。

　「
村
に
活
力
を
取
り
も
ど
す
!!
」
と
い
う
強
い
志
な
く
し
て
村
の
再
生
は
な

い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
地
域
小
な
る
自
治
体
の
利
点
を
フ
ル
に
発
揮
し
、
今

ま
で
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進（
深
）化
さ
せ
て
、〝
地
域
小
な
る
自
治
体
の
存
在

意
義
を
高
め
る
こ
と
〟
す
な
わ
ち
〝
都
市
に
は
な
い
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
〟

を
完
遂
す
る
と
い
う
固
い
決
意
を
も
っ
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
本
年
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
さ
に
納
得
の
い
く
言
葉
で
す
。
民
主
主
義
の
原
点
で
あ
る
主
権
在
民
の
精

神
を
直
言
し
、
最
も
身
近
な
政
治
と
し
て
の
自
治
体
が
持
つ
役
割
の
重
要
性
を

語
る
と
共
に
、
政
ま
つ
り
ご
とを
司
る
者
の
負
う
責
任
の
重
さ
を
、
我
々
に
考
え
さ
せ
る

も
の
で
す
。
地
域
小
な
る
自
治
体
の
長
と
し
て
こ
れ
を
真
摯
に
受
け
と
め
、
さ

ら
に
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
、〝
地
域
の
活
性
化
〟に
お
い
て
確
か
な
進
展
を
感
じ
た
も
の
の
一
つ
は
、

２
月
16
日
に
奈
良
県
と
「
郷ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
包
括
協
定
」
を
締
結
し
た
こ
と

で
す
。

　
課
題
が
山
積
み
の
中
で
、「
地
域
（
森
林
）
資
源
の
利
活
用
」
と
「
住
民
の

暮
ら
し
と
健
康
を
支
え
る
こ
と
」
に
関
し
、
奈
良
県
も
一
緒
に
汗
を
か
い
て
く

れ
る
こ
と
は
大
変
心
強
く
、
大
き
な
一
歩
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
二
つ
の
課
題
解
決
は
、「
吉
野
か
わ
か
み
社
中
」
と
「
か
わ
か
み

ら
い
ふ
」
が
中
心
と
な
っ
て
担
う
も
の
で
あ
り
、
す
で
に
両
法
人
と
も
期
待
ど

お
り
の
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
村
民
の
期
待
に
こ
た
え
て

い
た
だ
く
よ
う
、
村
と
し
て
も
支
援
を
惜
し
ま
ぬ
覚
悟
で
す
。

　「
村
に
活
力
を
取
り
も
ど
す
!!
」
と
い
う
強
い
志
な
く
し
て
村
の
再
生
は
な

い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
地
域
小
な
る
自
治
体
の
利
点
を
フ
ル
に
発
揮
し
、
今

ま
で
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進（
深
）化
さ
せ
て
、〝
地
域
小
な
る
自
治
体
の
存
在

意
義
を
高
め
る
こ
と
〟
す
な
わ
ち
〝
都
市
に
は
な
い
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
〟

を
完
遂
す
る
と
い
う
固
い
決
意
を
も
っ
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
本
年
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。































18

広　報　　　　　　　　　　　　JANUARY2018かわかみ

受付対象者及び受付業種
建設工事
・建設業法第３条第１項に規定する建設業者で、経営事項審査を受けている者に限ります。
・経営規模等評価・総合評定値業種の中から６業種以内に限ります。
測量・設計・調査等業務
・建設コンサルタント業者　・測量業者　・建築設計業者　・地質調査業者
・補償コンサルタント業者　・その他（上記以外で調査業務等について営業する者）
※直前２営業年度において業務実績のある業種に限ります。
物品等
・物品の製造、販売　　・役務の提供業者　　・その他の業者
申請方法
村内業者　持参のみ
村外業者　持参もしくは郵送（郵送の場合は２月28日消印有効）
※受領書が必要な場合は返送用の封筒（82円切手）を同封して下さい。
受付期間
平成30年２月１日～２月28日（土・日・祝日は除く）
午前８時30分～12時・午後１時～５時
有効期限
平成30～31年度　※中間年での追加受付はありません。

提出書類の一覧や様式等、詳しくはホームページをご覧いただくか、
お電話にてお問い合わせください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【問い合わせ先】
　林業建設課　℡ ５２－０１１１　　川上村ホームページ　http：//www.vill.kawakami.nara.jp

　平成30・31年度に川上村（村長部局、教育委員会、各特別会計）が発注する建設工事等の競争入
札に参加を希望される方は、次のとおり入札参加資格審査申請書を提出して下さい。

　今後の村づくりについ
て、学び・考える「村づく
り塾」が活動しています！
　活動内容は村内見学や講
師を招いての講演会、ワー
クショップや会議などを
行っています。
　次回は、下記のとおり会
議を行います。どなたでも
ご参加いただけますので、
お気軽にお問い合わせくだ
さい。皆さんのご参加をお
待ちしています。
と　き　１月24日（水）
　　　　午後７時～
ところ　役場第二会議室
内　容　村内視察ツアーに

ついての報告会
【問い合わせ先】
定住促進課　℡ 52 －0 1 1 1

時間額 860円（平成29年12月27日改訂）

時間額 851円（平成29年12月27日改訂）

平成29年分所得税及び復興特別所得税の確定申告期間は、

平成30年２月16日（金）～３月15日（木）です。

時間額 849円（平成29年12月27日改訂）

◆税務署では、２月15日（木）までは通常の業務体制で事務を行っています
ので、２月16日（金）以降に確定申告の相談をしていただくようお願いし
ます。
◆確定申告会場は、混雑状況によっては長時間お待ちいただくことがあり
ます。
◆申告会場では、16時まで申告相談の受付をしていますが、混雑状況によ
り早めに終了する場合がありますのでご了承ください。

奈良県はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器具製造業最低賃金

奈良県自動車小売業最低賃金

奈良県電子部品・デバイス・電子回路、発電用・送電用・配電用電気機械器具、
産業用電気機械器具、民生用電気機械器具製造業最低賃金

村づくり塾
活動中です！
村づくり塾
活動中です！

【確定申告会場開設日】
平成30年２月16日（金）

特定最低賃金が改訂されました

吉野税務署からのお知らせ吉野税務署からのお知らせ

川上村建設工事等入札参加資格審査申請について川上村建設工事等入札参加資格審査申請について

2018
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診療所からのお知らせ 奈良県広域消防組合からお知らせ奈良県広域消防組合からお知らせ

１月23日～29日は「文化財防火週間」です

はつらつ応援券のご利用は
２月28日まで！

【整形外科診察日】
と　　き　１月17日（水）
受付時間　午前８時30分～11時30分
【巡回診療日】
と　　き　１月23日（火）
受付時間　午後２時～３時30分
と こ ろ　ふれあいセンター（北和田）
※受診される方は保険証をご持参ください。
【問い合わせ先】
　　川上診療所　℡ ５２－０３４４

　有効期限を過ぎますと無効となり、使用
できなくなりますのでご注意ください。引
換がまだの方は至急お済ませください。

【問い合わせ先】住民福祉課　℡ 52－0111

　昭和26年１月26日に法隆寺金堂壁画が焼失したことか
ら、この日を「文化財防火デー」と定め、１月23日～29
日を「文化財防火週間」としています。
　文化財の所有者・管理者は、防火訓練や防災設備点検
を行ってください。地域の皆さんも、この運動を機会に
一層の文化財愛護に努めましょう。

文化財火災の特徴

　文化財火災の出火原因の多くは焚き火や放火による
もので、屋根からの出火が目立ちます。杮

こけら

葺
ぶき

・桧
ひ

皮
わだ

葺
ぶき

といった燃えやすい屋根材を使用しているためです。

防火のポイント

火気管理
　ストーブなどの暖房器具は使用前と使用後に点検す
るとともに、可燃物（燃えやすいもの）と安全な距離
を保ち、消火の準備をしてください。
放火防止対策の強化
　関係者による巡回警備、敷地内での可燃物の除去と
整理整頓、夜間照明の設置、そして地域との協力など
放火されない環境づくりが大切です。

矢
野
典
子
選

特
　
選
　
三
泊
の
精
進
潔
斎
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
前
田
　
景
子
（
大
　
滝
）

［
評
］
三
泊
も
し
て
の
精
進
潔
斎
。
十
二
月
と
云
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

　
　
　
何
か
ホ
ッ
と
し
た
気
分
の
た
だ
よ
っ
て
い
る
座
の
雰
囲
気
が
出
て

　
　
　
い
る
。

特
　
選
　
寒
風
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手
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く
　
　
　
　
　
　
　
住
川
　
準
典
（
武
　
木
）

［
評
］
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な
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広
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。
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こ
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っ
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、
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。

特
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小
型
車
に
乗
り
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逃
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［
評
］
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如
何
に
も
煤
逃
げ
の
心
境
が
に
じ
み
出
て
い
て
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包

　
　
　
含
さ
れ
て
い
て
良
い
。
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）

冬
初
め
曽
孫
の
メ
ー
ル
の
男
ぶ
り
　
　
　
　
　
　
枡
　
　
恭
子
（
東
　
川
）

頂
き
ぬ
小
豆
不
作
と
云
ひ
そ
え
て
　
　
　
　
　
　
竹
田
サ
ダ
子
（
大
　
滝
）

七
五
三
袴
に
靴
の
い
で
立
ち
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
全
代
（
大
　
滝
）

佳
作
　
杉
山
の
十
一
月
の
落
葉
踏
む
　
　
　
　
　
　
　
　
古
瀨
　
和
子
（
大
　
滝
）

つ
つ
が
な
き
日
々
の
感
謝
で
年
く
る
る
　
　
　
　
上
田
　
一
郎
（
伯
母
谷
）

村
う
ち
に
婚
礼
間
近
か
山
紅
葉
　
　
　
　
　
　
　
辻
井
　
清
子
（
大
　
滝
）

干
大
根
大
峯
颪
に
細
り
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
新
子
谷
生
子
（
北
和
田
）

2018
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広　報　　　　　　　　　　　　JANUARY2018かわかみ

12月31日現在

人口総数 1,467　人（－５　人 ）

　 男　 　 692　人（－３　人 ）

　 女　 　 775　人（－２　人 ）

世 帯 数　 821世帯（±０世帯）

12月中の異動

転　入 ５人　　　転　出 ７人

出　生 ０人　　　死　亡 ３人

広　報　　　　　　　　　　　　JANUARYかわかみ 2018

お
く
や
み
（
敬
称
略
）

前
川
　
壽
美
造
（
東
川
）

12
月
４
日
　
92
歳

德
田
　
升
作
　
（
東
川
）

12
月
22
日
　
82
歳

　
川
上
村
で
は「
川
上
村
応
援
寄
付
金
」

と
称
し
、
寄
附
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　
左
記
の
方
か
ら
ご
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

１
０
０
万
円
　
匿
名
希
望

川
上
村
応
援
寄
附
金

川
上
村
応
援
寄
附
金

10
万
円
　
小
南
　
　
昇
（
白
屋
）

亡
き
父
の
供
養
と
し
て

10
万
円
　
栗
山
　
秀
夫
（
迫
）

亡
き
父
の
供
養
と
し
て

◎
退
職
（
12
月
31
日
付
）

　
総
務
税
務
課

　
主
　
事
　
堀
谷
　
　
敦

社
会
福
祉
協
議
会
へ
次
の
方
か
ら

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）
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